
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
に
開
設
さ
れ
た
長
崎
医
学
伝
習
は
、
当
時
最
新

か
つ
最
高
水
準
の
西
洋
医
学
教
育
機
関
と
し
て
、
洋
学
史
上
、
医
学
史
上
の

一
大
画
期
と
な
っ
た
。
初
代
教
官
ボ
ン
ベ
・
フ
ァ
ン
・
メ
ー
ル
デ
ル
フ
ォ
ー

ル
ト
が
施
し
た
伝
習
期
間
（
１
文
久
二
年
、
一
八
六
二
）
に
絞
っ
て
承
れ

ば
、
彼
の
回
顧
録
『
日
本
滞
在
見
聞
記
』
と
伝
習
生
松
本
良
順
の
『
蘭
晴
自

伝
』
等
を
基
本
史
料
と
し
た
研
究
文
献
の
蓄
積
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

あ
ら
た
め
て
こ
れ
ら
を
検
討
し
て
ゑ
る
と
、
従
来
諸
書
に
述
べ
ら
れ
て
き
た

点
と
事
実
関
係
と
を
確
認
す
る
必
要
に
気
付
く
。

一
月
例
会
に
お
い
て
筆
者
は
、
①
松
本
良
順
の
長
崎
在
学
期
間
、
②
長
崎

養
生
所
の
設
立
過
程
に
お
け
る
長
崎
奉
行
の
施
策
、
③
長
崎
養
生
所
開
院
日

の
確
定
（
文
久
元
年
九
月
三
日
）
、
④
医
学
伝
習
生
の
全
体
的
傾
向
、
⑤
長

崎
養
生
所
に
お
け
る
医
療
状
況
、
を
中
心
と
し
て
再
検
討
の
結
果
を
報
告

し
、
あ
わ
せ
て
従
来
の
研
究
文
献
の
誤
認
部
分
も
訂
正
し
て
ぶ
た
・
こ
こ
で

は
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、
⑤
に
つ
い
て
概
略
を
紹
介
す
る
に
留
め
た
い
。

ボ
ン
。
へ
は
、
長
崎
養
生
所
開
院
後
一
年
間
の
入
院
治
療
患
者
数
が
九
三
○

名
、
こ
の
う
ち
回
復
し
た
者
七
四
○
名
等
の
数
値
を
掲
げ
、
肺
病
・
気
管
支

疾
患
・
心
臓
病
・
眼
疾
等
の
症
例
が
多
い
と
判
断
し
て
い
る
。
し
か
る
に
、

そ
の
実
際
の
診
療
状
況
に
つ
い
て
意
外
と
検
討
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
伝
習
生
関
寛
斎
の
『
長
崎
在
学
日
記
』
に
付
さ
れ
た
「
朋

百
氏
施
療
記
事
」
と
、
順
天
堂
大
学
山
崎
文
庫
所
蔵
の
『
長
崎
病
院
配
剤

長
崎
医
学
伝
習
の
再
検
討

沼
倉
延
幸

録
』
、
『
朋
氏
備
忘
録
』
所
収
の
「
朋
氏
吉
利
仁
幾
」
の
三
史
料
か
ら
、
開
院

当
時
よ
り
文
久
二
年
即
ち
ボ
ー
ド
イ
ン
の
来
日
初
期
の
診
療
ま
で
、
つ
ま
り

開
院
後
一
年
余
の
診
断
状
況
を
試
算
し
て
ぶ
た
・
こ
こ
に
見
え
る
診
療
者
数

は
重
複
を
除
く
と
九
八
名
（
内
女
性
七
名
）
で
あ
り
、
当
該
期
の
入
院
患
者

数
の
概
し
て
一
割
に
相
当
す
る
。
以
下
に
そ
の
数
量
的
傾
向
を
掲
げ
て
お

Ｑ

く①
年
齢
層
ｌ
年
齢
の
判
明
す
る
六
九
名
中
、
二
十
歳
代
三
五
名
（
五
一

％
）
、
三
十
歳
代
一
九
名
（
二
八
％
）
と
働
き
手
中
心
で
あ
っ
た
。
年
少

・
高
齢
者
が
こ
こ
に
見
ら
れ
ず
、
三
史
料
を
残
し
た
伝
習
生
が
担
当
し
た

患
者
の
年
齢
層
が
こ
こ
に
集
中
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

②
出
身
地
ｌ
判
断
可
能
な
七
二
名
中
、
長
崎
二
三
名
（
三
二
％
）
を
含

む
肥
前
三
一
名
（
四
三
％
）
、
九
州
全
体
で
五
四
名
（
七
五
％
）
の
他
、
中

国
・
四
国
地
方
四
名
（
六
％
）
、
外
国
人
一
四
名
（
一
九
％
）
。
長
崎
市
内

外
と
外
国
人
に
対
す
る
医
療
等
、
長
崎
養
生
所
の
設
立
目
的
を
満
た
し
て
い

子
（
》
Ｏ
③
身
分
・
職
ｌ
こ
の
項
目
の
記
載
が
限
ら
れ
て
い
る
が
、
各
層
か
ら
広

く
集
ま
っ
た
こ
と
が
窺
え
、
威
臨
丸
乗
組
員
や
丸
山
遊
女
等
も
見
ら
れ

プ
（
》
○

④
病
症
例
ｌ
梅
毒
等
の
性
病
が
三
分
の
一
を
占
め
、
ボ
ン
・
ヘ
が
検
梅
制

度
の
普
及
を
訴
え
た
所
以
と
言
え
る
。
病
症
例
の
多
少
は
と
も
か
く
、
消

化
器
・
呼
吸
器
・
循
環
器
系
の
内
科
疾
患
、
外
科
、
皮
膚
科
、
眼
科
、
神

経
科
、
泌
尿
器
科
等
の
多
様
な
例
を
見
る
と
、
長
崎
養
生
所
が
ま
さ
に
西

洋
式
総
合
病
院
の
機
能
を
果
た
し
、
臨
床
講
義
等
の
教
育
面
の
意
義
も
高

か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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さ
ら
に
か
か
る
史
料
を
蒐
集
し
、
長
崎
医
学
伝
習
に
関
す
る
諸
問
題
の
把

握
に
努
め
た
い
が
、
医
学
伝
習
が
長
崎
養
生
所
の
設
立
に
よ
り
、
質
実
共
に

一
層
多
彩
か
つ
本
格
化
・
組
織
化
し
た
こ
と
が
判
然
と
し
た
。

尚
、
④
ｌ
側
に
つ
い
て
は
、
既
発
表
の
拙
稿
「
長
崎
養
生
所
の
設
立
を
め

ぐ
る
長
崎
奉
行
の
施
策
と
幕
府
評
議
１
幕
末
期
改
革
派
官
僚
岡
部
長
常
の

洋
学
導
入
Ｉ
」
（
『
青
山
学
院
大
学
文
学
部
紀
要
』
二
八
号
）
及
び
同
「
長

崎
医
学
伝
習
と
関
寛
斎
ｌ
『
長
崎
在
学
日
記
』
を
中
心
に
ｌ
」
（
『
洋
学

史
研
究
』
二
号
）
の
他
、
稿
を
改
め
て
論
じ
て
ぷ
た
い
。

プ
ロ
グ
ラ
ム

〈
第
一
日
〉

Ｉ
要
望
課
題
恥
戦
後
の
医
学
・
医
療
（
一
九
四
五
’
一
九
六
○
年
）

一
、
総
論
・
…
…
・
・
・
・
…
・
・
…
…
…
…
：
松
田
武
（
阪
大
・
医
）

二
、
医
学
教
育
の
戦
後
史
・
…
…
・
…
・
…
中
川
米
造
（
阪
大
・
医
）

三
、
戦
後
の
薬
事
事
情
…
…
…
…
…
…
宗
田
一
（
京
都
市
）

四
、
戦
後
の
大
阪
北
河
内
地
区

の
病
院
史
（
一
）
・
・
・
・
…
・
・
小
松
良
夫
｛
帳
纒
副
齢
一

五
、
敗
識
筆
壁
麺
争
誌
醒
謹
噸
甦
…
…
三
浦
豊
彦
（
労
働
科
学
研
究
所
）

六
、
戦
稚
匪
雫
玩
地
籍
酎
隆
鋤
…
：
…
照
屋
寛
善
（
琉
球
大
名
誉
教
授
）

七
、
戦
後
医
療
技
術
の
第
一
次
革
新
・
・
・
上
林
茂
暢
（
東
京
柳
原
病
院
）

八
、
朝
鮮
戦
争
に
召
集
さ
れ
た

日
赤
看
護
婦
…
：
…
…
…
…
…
看
護
史
研
究
会

九
、
国
唾
蛎
華
討
蠣
霊
醸
琴
唯
和
発
…
遠
藤
恵
美
子
｛
震
癖
識
維
短
大
）

一
○
、
戦
後
医
療
史
の
出
発
点

ｌ
若
月
俊
一
先
生
の
場
合
ｌ
・
・
・
川
上
武
（
東
京
柳
原
病
院
）

二
、
近
代
麻
酔
学
の
な
り
た
ち
・
・
…
稲
本
晃
（
京
大
名
誉
教
授
）

第
郡
回
医
学
史
研
究
会

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
（
昭
和
伽
年
秋
季
）

合
同
総
会

と
き
第
一
日
昭
和
六
一
年
二
月
一
五
日
（
土
）
午
後
一
時

第
二
日
昭
和
六
一
年
二
月
一
六
日
（
日
）
午
前
九
時
三
○
分

と
こ
ろ
大
阪
市
北
区
中
之
島
四
丁
目
大
阪
大
学
医
学
部
二
階
会
議
室
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